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主要成果  

 

 

 

［成果の内容］ 

世界のコメ生産地での高温障害の実態を把握するため、国際的な水田観測ネットワーク

（MINCERnet）を構築しました。水田微気象の測定には、精密かつ簡便に水田内の気温

と湿度を測定できる自立型気象観測パッケージ MINCER（研究成果情報 第 27 集）を用

いました。また、国により異なっていたイネの高温障害の調査方法を統一しました。2010
年現在の MINCERnet 参加国は、世界有数のコメ生産国であるインド、スリランカ、ミャ

ンマー、中国、フィリピン、台湾、アメリカおよび日本の８カ国です（図１）。 
これまでの調査から、気候の違いによって、イネの出穂期や登熟期における水田での湿

度レベルや気温の日較差、夜温などが大きく異なることがわかってきました（図２）。これ

らはイネの穂温や生殖プロセスに関わる重要な要素で、MINCERnet によって初めて多国

間の定量的な比較が可能になりました。 
また、現地の最寄りの気象観測点は一般に水田地帯には設置されていないため、水田上

より気温が高く観測される場合が多いことがわかります（図３）。さらに、イネの穂周辺の

気温は水田上の気温より低いことが多く、その差は地域により異なることもわかりました

（図３）。このように MINCERnet によって、各国共通の手法を用いることでイネの高温

障害に直接関わるイネの穂周辺の気温・湿度の正確な測定が可能となり、さらに穂温推定

モデル（農業環境研究成果情報 第 22 集）を併用することで穂温の推定も可能となるため、

今後、高温障害の原因究明や温暖化影響の高精度評価に貢献することが期待されます。 
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国際観測ネットワークでイネの高温障害を解明する 

［要約］ 

世界で温暖化による被害が顕在化しつつあるイネの高温障害に対処するため国際観測ネ

ットワーク（MINCERnet）を構築しました。MINCERnet は、共通の手法で水田微気象や高

温障害の実態を把握することにより、その原因究明や正しい影響評価に役立ちます。 

 
［背景と目的］ 

世界のコメ生産地で温暖化によるイネの高温障害の激化が懸念され、現地水田の温湿度

環境と高温障害の関係を正確に把握することが求められています。しかし、水田内の微

気象を正確に測定することは気象観測の専門家以外にとって難しく、また最寄りの気象

観測所等による測定値とも異なるため、世界の高温障害発生の環境要因を解明すること

ができませんでした。そこで、精密かつ簡便に微気象を測定できる装置を用い、世界共

通の手法で水田微気象や高温障害の実態を把握する国際ネットワークを構築しました。 
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図３ MINCERnet 観測水田

と最寄りの気象観測点と

のギャップ 

一般に最寄りの気象観測

点では水田上より気温が

高く観測されます。またイ

ネが感受する穂周辺の気

温は、水田上の気温よりも

低く、その差は地域によっ

て異なることがわかりま

す。 

図１ MINCERnet への参加サイト（2010 年現在） 

図２ MINCERnet 参加各国のイネ出穂期の水田での気温・湿度の日変化例 

は、品種によって開花時高温不稔が誘発されうる温度域、 

は、登熟不良が発生しやすい日平均気温の閾値を例示しています。 

穂温は湿度など他の気象条件によっては、気温より高くなることがあります。 
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